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   This is a report of a case of well-differentiated adenocarcinoma found 14 years after 
ileocystoplasty. Total cystectomy and right ureterocutaneostomy were performed. and the 
origin of this tumor was proved to be the ileal part of ileocystoplasty. This is a rare case 
of adenocarcinoma in the ileal part of ileocystoplasty, because a review of the literature 
revealed only three other such cases. 



















認 め な い,下 腹 部 正 中 お よ び 左 側 腹 部 に 手 術 痕 を 認 め
る.陰 茎,陰 嚢 内 容 物 お よ び 前 立 腺 に 異 常 を 認 め な い.
入 院 時 検 査 成 績 ・赤 沈1時 間 値13mm,2時 間 値
30mm,CRP陰 性,血 液 一 般 検 査:RBC452x104/
mm3,Hb13,2g/dl,Ht41.0%,WBC7,600/mmi,





AIP95mu/ml,T-Bil.o.4mg/dl,腎 機 能 検 査
PSP排 泄 試 験15分 値050,120分 値'46%,Ccr38.7
ml!min.尿 検 査1外 観,淡 黄 色,濁,pH6,蛋 白
(升),糖(一),尿 沈 渣RBCloo～150/hpf,wBc
200～300/hpf,尿一 般 細 菌 検 査Enterobacteraero-
genes2.9x105/ml,Serratiamarcescens1.5x105/ml,




































Fig.3.腎シ ンチ グ ラ ム
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Fig.5.病理 組 織像:腸 上皮 型 高分 化 型 腺 癌(H-E染
色 ×200),












197143歳、 ♀ 排 尿 痛17年
肉眼的血尿
高崎 ら198342歳 、 ♂ 肉眼的血尿20年
守殿 ら198547歳 、 ♂ 肉眼的血尿20年
頻 尿自験例198564歳
、 ♂ 肉眼的血尿 14年
transitional






















ヵ月経過した現在.再発,転 移の徴候 な く健 在で あ
る.
考 察
Ileocystoplasty後,その 移 植 回 腸 よ り発 生 した 癌
腫 の報告 は非 常 に 稀 で,著 老 が 調 べ え た か ぎ りで は
Tablc1に示 す ご と く自験 例 を 含 め4例 で あ った.一
方,小 腸 に発 生 す る癌 腫 は 胃腸 管 に 発 生す る癌 腫 の約
1%と 少 な く,さ ら に 回 腸 に発 生 す る 癌 腫 はRoch-
1inandLongmire')によれ ぽ 小 腸 原 発 腫瘍 の15.2%


























つ回腸粘膜上皮と連続性を有す る ことに よ り診断し
た.
以上のことより,ileocystoplasty後の本腫瘍の発
生は稀ではあるが.晩 期合併症の一つとして注意する
ことが必要と思われる.
結 語
64歳男性,11cocystoPlasty後,14年目に同移植
回腸上皮より発生した膀胱腺癌のi例を報告し,併せ
て移植回腸より発生 した膀胱癌の報告例3例 を蒐集し
て,若干の考察を加えた.
本論文の要旨は第50回日本泌尿器科学会東部総会で発表し
た.稿を終えるにあたり御校閲をたまわった岩手医科大学泌
尿器科学教室 大堀 勉教授に深謝します.
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